
「広島大学医学雑誌j投稿規定

1. I京稿は医学，薬学，保健学（看護学，理学寄法

学，作業療法学）に関する総説，原著および雑報と

する。原著はオリジナルで未発表のものであり，現

在f世誌に主討高されていないものに限るc なお，編集
委員会で採否が決定されるまでは怯の刊行物に投稿

しないこと。また，掲載「可jとなった論文は許可

なく地の刊行物に発表しないものとする。

2.投縞原稿の掲載の可否は，編集委員会が依頼した

査読者を経て，編集委員会において決定されるコ

3.掲載は原目りとして受理された顕とするが，編集委

員会で不適当と認めた論文は掲載をお断りするか，

また書き直していただくことがあるコ

4.論文受理後， ぺ切の著作権は広島大学医学出販会

が謀有する。

Lたがって著者であっても，その一部もしくは全
部を転載するときは．予め草；島大学医学出版会の承

認を得なければならない。

5.原稿は3部（菌・表も含み2部はコピー可，ただ

し写真は上質のコピーであることん A4版にワー

プ己を用い， 12ポイントで35字×20行とするc 原

則として，原稿は返却しないので，返去fl希望の場合

は投詰時に申し出ること c

6.原請は表題，著者名，所属機関名，総括（800字

以内入車文宅材料と方法宅成績司考察宅語辞ー参

考文献のJll立とし，通しページを付ける。 Keyword 

( 5倍以内｝とランニングタイトル（20字くらしけをつ

ける。構文は鰐翠に 図表も必要最小訣に止めるう

7.原稿には英文の表題．著者名，所属のほかに．英文

抄録（200語以内）とその日本語訳を最後に添えるコ

8.原稿は平易な丈章で，手仮名まじり積書とし，
特別な街語以外は常用漢字，現代仮名づかいとする c

匂切，匂読を明らかにし，改訂する時は行の最初を

_rrあけて書きはじめる。
9.外来語は片仮名，外出人名は外国つづりのままと

するc 学名その他イタリックを要する字句にはアン

ダーラインを ~I くり

10.表，図及び写真には去し凶上写真1あるいは

Table 1., Fig. 1., Photo. 1.と一連番号を記して説明

文（英文が望ましし汁をつける。それぞれの右下に

著者名を記入しておく。英文の場合は必ずタイプす

ること。図は台紙または青急グラフ用紙；二，そのま

ま製思可詑の状君、にし，大きさ〈棲巾サイズ：；最小

6.5cm～最大13cm）を赤で指定しておく。写真は，
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l部は印画紙に焼き付けたものが必要で，残りの2
部はハーフ・トーンのよく再現されたもの（写曳に

近いもの）であれば，コピ、でも良いっ

！京稿右欄外には，国－去・写真の挿入笥所を

「赤jで明示しておくこと。

11.変量慌の単位は cm,mm. μm, A, ml, μl, g, 

μg, ng，℃， rpm, cpm, Ci, mCi, μCi, mM, μM, 

hr, min, secなどとし，符号のあとに点をつけな

し九（例タトとして Q＇土literえは litersにする）

12.参考文献はアルファベットJI震に並べ，本丈の最後

にまとめる。以ドの記載例に従い，ピリオド，コ

ンマ．スペース等にも注意すること乙本文中の丈戴
番号は右肩に片括採でつける例Ll-6.1510著者名は全

員記載することコ

l.浅井栄二 1978.点滴静注によるDibekacin（ノtニ

マイシン）の使用経験．基礎と臨床 13 : 925-931. 

2. Bille, J. and Glauser, M. P. 1981. Prevention of 

acute and chronic asecending pyelonephlitis in 

rats by aminoglycoside antibiotics accumulated 

and persistent in kindneys. Antimicrob. Agents 

Chemother. 19: 381-385. 

3. Dowell, V. R., Jr. 1975. Wound and abscess 
specimens, p. 70・81.In A. Balows (ed.入Clinical

microbiology. How to start and when to stop. 6. 

Charles C. Thomas, Publisher, Springfield. 

4.深谷一太 1980.抗生斉ljの併用問題， p.125-137.

上回泰，真 F啓明（編），今日の化学療法．ラ
イフ・サイエンス，東京．

5. Goodman, L. S. and Gilman, A. 1975. The 

pharmacological basis of therapeutics, 5th ed. 

The Macmillan Co., New York. 

6.上自泰，清水喜八部（編） 1975. 化学諜j去ハ
ンドブック．永井書；ι東京．
3 ~ 6は単行本の記載例で， 3，告はその一部引JjJ'

5' 6＇土全体のヲ i弔を示すc
英文の場合は£、ずタイプすること。

13.別闘は50部単位とし，掲載料と引きかえにお設し

する C

14. 著者校正は初校正のみと；J ，校正；ま 1.i昼間以内と
する 3 校正時には語旬のまちがしミの訂正のみとし，

丈章の変更や新たな追加辻認めないひやむをえぬ内

容の変更は全額著者負担とする。

15.掲載料は到達規定により著者に請求する。
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